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○救急医療に対する県民の理解と協力を得るため、「救急の日」や「救急医療週間」等の機

会を通じて、救急医療機関及び救急車の適正な利用、応急手当について普及啓発を図

る。 

 

（４）令和６年能登半島地震からの復旧・復興 

令和６年能登半島地震により、特に能登北部・能登中部医療圏の医療機関は甚大な被害が出

ており、早期の復旧・復興が望まれるところである。本計画（救急医療）の策定に当たっても、

今般の地震災害の影響を踏まえた対応が求められるところであるが、復旧・復興も緒に就いた

ばかりで未だ流動的な部分も多いことから、令和８年度に予定されている計画の中間見直しの

際に、災害の影響を踏まえた改定を行うこととする。 

 

 

 

施策・指標マップ 

 

  

番号 A　個別施策 番号 番号

救急医療体制の確立 現状

指標
救急要請を受けてから医療機関等へ

収容するまでの平均時間

38.1

（R4）

指標

救急車で搬送する病院が決定するまでに、４医

療機関以上に要請を行った件数の全搬送件数に

占める割合（重症以上）

3.3

(R4)
救急患者の生存率向上 現状

指標

救急車で搬送する病院が決定するまでに、要請

開始から30分以上の件数の全搬送件数に占め

る割合（重症以上）

4.6

(R4)
指標

心肺停止患者の１ヶ月後の

予後（生存率）

12.6

（R4）

指標 救急搬送人員数のうち、軽症患者の割合
42.4

(R4)

ドクターヘリ等の効果的な活用 現状 救急患者の社会復帰率向上 現状

指標 ドクターヘリ有効性判定割合
90

（R4）
指標

心肺停止患者の１ヶ月後の

予後（社会復帰率）

6.9

（R4）

AEDの整備 現状

指標
（一財）日本救急医療財団「全国AEDマップ」

に登録されたAEDの設置数(人口千人対)

391

（R4）

県民への救命活動への普及啓発 現状

指標
県民の救急蘇生法の受講率

（人口１万人対）

62.3

（R4）

3

【県民への普及啓発】

・救命講習等の実施

・救急車の適正な利用の呼びかけ

4

B　目標 C　目的

1

【救急医療体制の確立】

・救急告示医療機関の認定・告示

・救急医療従事者の研修の実施

・宿日直医の情報共有

・石川県メディカルコントロール協議会の開催

・傷病者の搬送及び受入れの実施基準の見直し

1

1

2 2

2

【病院前救護活動等の充実】

・石川県ドクターヘリ運航調整委員会の開催

・公共施設等におけるAEDの設置促進

3


